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4. 実証評価結果 

4.1 各地区別実証状況 

4.1.1 兵庫県明石海峡周辺 
(1) 実施概要 
① 実証期間 
実証期間 ：2020 年 10 月 13 日～2021 年２月迄 
実施漁業者へのアンケート ：2021 年 1 月 27 日～2021 年 3 月 8 日 
 ※ヒアリング実施日：2021 年 3 月 8 日（ヒアリング可能な漁業者のみ） 
 

② 実証海域 

 

 
③ 実証対象船舶 

漁協 隻数 漁法/主な対象魚種 

富島漁協 6 隻 底曳き／タイ、ハマチ 
岩屋漁協 3 隻 船曳き／シラス 
明石浦漁協 3 隻 底曳き／チヌ、エビ 

合計 12 隻  
 
④ 船舶搭載の航海計器 

GPS プロッタ、AIS（一部）、レーダ（豊島漁協実証船はレーダ未搭載） 
 

⑤ 被験者年齢層 
40 歳～60 歳代 

※出典：Google Map 

操業範囲は、陸地から約１0 海里沖

程度まで 

明石浦漁協 

岩屋漁協 
富島漁協 
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(2) 実施状況 

  
       富島漁協周辺              明石海峡周辺 
 
左の写真は、富島漁港に拠点を置く操業漁船である。富島漁協の実証船はレーダ未搭載だっ

たが、一部 AIS が搭載されていた。底引き網で主にタイ、ハマチ、タイ等を漁獲している。昼
間操業ではあるが、早朝 4 時～5 時頃に出港するとのことであり、出港時は夜間見通しが悪い
状況での操船及び操業となる。 

 
右の写真は、岩屋漁協周辺の明石海峡大橋である。岩屋漁協実証船では、二艘曳き網漁で平

行に二隻で網を引く漁法でシラスを漁獲しており、年末までの操業形態とのことであった。ま
た、操業時間は 10～12 時までとのことであった。 

 
明石浦漁協では、底引き網漁船の漁業者にご協力をお願いした。操業時間は、昼頃出航して

夜間まで操業とのことであった。 
操作説明の後、兵庫県漁業協同組合連合会の方とのお話させて頂き、兵庫県海域の定置網や

のり網をアプリ上に登録して、プレジャーボートやヨット等に注意喚起として活用できないか
とのご要望を頂いた。 
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4.1.2 愛媛県来島海峡周辺 
(1) 実施概要 
① 実証期間 
実証期間 ：2020 年 10 月 13 日～2021 年２月迄 
実施漁業者へのアンケート ：2021 年 1 月 27 日～2021 年 3 月 11 日 
 ※ヒアリング実施日：2021 年 3 月 10 日～11 日（ヒアリング可能な漁業者のみ） 
 

② 実証海域 

  

 
 
 
 

③ 実証対象船舶（いずれも 愛媛県漁業協同組合の支所 所属漁船） 
漁協 隻数 漁法/主な対象魚種 

寒川支所 12 隻 底曳き／タイ 
桜井支所 8 隻 底曳き／エビ、カニ 
壬生川支所 5 隻 流し網、底曳き／エビ、カニ 

合計 25 隻  
 
④ 船舶搭載の航海計器 

GPS プロッタ、AIS（一部）、レーダ（一部） 
 

⑤ 被験者年齢層 
20 歳～60 歳代 
 
 

  

※出典：Google Map 

操業範囲は、陸地から約１0 海里沖程度まで 

寒川支所 
壬生川支所 

桜井支所 
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(2) 実施状況 

    
       桜井漁港周辺            漁業者（桜井地区）説明会 
 
桜井支所、寒川支所及び壬生川支所の所属漁船では、実証期間前半は流し網操業によりサワ

ラを漁獲する。また実証期間後半は底曳き操業にて対象魚のエビ・カニ等を漁獲するとのこと
であった。３箇所とも昼間操業するとのことだった。 
説明会では、漁船同士の衝突事故はほとんどなく、釣り目的のプレジャーボートとも衝突事

故が起きるケースは少ないとのコメントだった。 
船舶の衝突事故は少ないが、漁場周辺に入出港する商船に網が切られる事故が多発している

とのことだった。 
 

 

約 100 日間の実証期間のあと、メールや FAX 等により漁業者にアンケートをとり、またヒア
リングは、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮を行い、可能な限り聞き取り調査も行った。
ご協力いただいた漁業者の方々には、大変感謝している。 
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4.1.3 香川県備讃瀬戸海域周辺 
(1) 実施概要 

• 実証期間 
実証期間 ：2020 年 11 月 17 日～2021 年 3 月上旬迄 
実施漁業者へのアンケート ：2021 年 3 月 10 日 
 ※ヒアリング実施日：2021 年 3 月 10 日（ヒアリング可能な漁業者のみ） 
 

• 実証海域 

  
 
 
 

• 実証対象船舶 
漁協 隻数 漁法/主な対象魚種 

庵治漁協 11 隻 底曳き／タイ、エビ 
   

合計 11 隻  
 
• 船舶搭載の航海計器 

GPS プロッタ、レーダ（一部） 
 

• 被験者年齢層 
40 歳～70 歳代 

  

※出典：Google Map 

操業範囲は、陸地から約１0 海里沖程度まで 

庵治漁協 
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(2) 実施状況 

   
       庵治漁港周辺              漁業者説明会 
 
左の写真は，庵治漁港に拠点を置く操業漁船である。レーダを設置しており、充実した航海

計器を搭載されている漁船だった。 
庵治では、底曳きの夜間操業でタイやエビを漁獲しているとのことだった。 
 

  
 
約 100 日間の実証期間のあと、新型コロナウイルス感染拡大防止に最大限配慮し、機材回収

とともに漁業者に直接ヒアリングを行った。ご協力いただいた漁業者の方々には、大変感謝し
ている。 
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4.2 データ解析 

4.2.1 瀬戸内海航跡状況 
(1) 実証期間前半 
はじめに、瀬戸内海の航跡解析結果（実証期間前半）について以下に示すものとする。 
図. 12 は、2020 年 10 月 19 日～12 月 13 日までの瀬戸内海における航跡ポイントをプロット

した図である。船種毎に色別にプロットしており、漁船・遊漁船及びプレジャーボートやヨッ
トの利用率が高いことがわかる。 
アプリは本事業のモデル海域である瀬戸内海全域で利用されていることと、漁船・遊漁船は

今回の重点モデル地区で多く利用されていることが確認できる。 
 

  
図. 12 瀬戸内海航跡状況（実証期間前半） 

 
 
 
 
 
 

  

※10 月 19 日～12 月 13 日のデータポイント 

データポイントは航跡のため、ユーザの重複あり 
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(2) 実証期間後半 
次に、瀬戸内海の航跡解析結果（実証期間後半）について示す。 
図. 13 は、2020 年 12 月 1 日～2021 年 2 月 28 日の瀬戸内海における航跡ポイントをプロッ

トした図である。やはり、漁船・遊漁船及びプレジャーボートやヨットの利用率が高いことが
わかる。 
実証期間後半でも、重点モデル地区で多く利用されていることが確認できる。また、２月以

降広島に拠点を置くシラス漁船 14 隻にアプリ利用のご協力を頂き、広島沖で漁船が操業されて
いることが確認できる。 

 

  
図. 13 瀬戸内海航跡状況（実証期間後半） 

 
 

4.2.2 アプリダウンロード状況 
本事業開始後のアプリダウンロード状況について集計結果を示す。 
本事業を開始した 10 月～2 月までの全体のダウンロード数と、全体のうち漁船・遊漁船のダ

ウンロード数と、漁船・遊漁船のうち瀬戸内海に籍を置く漁船のダウンロード数についてのグ
ラフを 図. 14 に示す。 

10月の事業開始から 2月末までの累計で 2,600以上がダウンロードされていることを確認し
た。全体のうち漁船・遊漁船に限定して集計したところ、10 月～2 月末までに累計 220 件程度
ダウンロードされていることがわかる。また、そのうち瀬戸内海の漁船・遊漁船に限定すると、
10 月～2 月末までに 60 件程度ダウンロードされている。 
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図. 14 アプリダウンロード数（累計） 

 
全国（全船種）のダウンロード数は、右肩上がりで増加していることがわかる。 
9 月まではデジタル広告を打ってアプリダウンロードを促し、またボート等の雑誌に広告を

載せることでダウンロードが増加したが、10 月以降ダウンロードに直結する施策を講じずに、
ダウンロード数が伸びているのは、本事業による効果が大きいと考えられる。 
また、全国（全船種）のダウンロード数に対して、全国（漁船・遊漁船）及び全国・瀬戸内

（漁船・遊漁船）のダウンロード数が少ないことに関しての解析結果を以下に示す。 
下図はアプリ上で船種及び地震情報の地域設定を行う画面を示している。アプリリリース当

初は、インストール時にこれらを必須で設定してもらうフローであった。しかし、必須にする
とアプリのインストールが完了せず、利用してもらえないことがわかり、アプリ普及の妨げと
なることから 10 月以降任意で設定してもらうこととした。その影響で、当設定を行わないユー
ザが多数いるため、船種と地域の集計が正確には算出できないものと考えている。 

 

      
     船種設定          地震地域設定 
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4.2.3 アプリ利用者日集計結果 

アプリ利用者数の 10 月～2 月の集計について報告する。 
ここで集計している利用者数は、まず「瀬戸内海で航行している全アプリ船」を抽出し、ア

プリ船の船種設定で「［漁船・遊漁船］に設定されているアプリ船」とその中で「貸出スマホを
利用しているアプリ船」を集計してグラフにまとめたものである。 

 
青色線は、11 府県対象地域の全アプリ船の日毎利用ユーザ数である。10 月～2 月まで「全ア

プリ船」は 20～50 人程度の利用数で推移している。 
橙色線は、全アプリ船数のうち船種設定で「漁船・遊漁船」に設定した日毎利用ユーザ数で

ある。 
灰色線は、船種設定で「漁船・遊漁船」に設定したユーザのうち「貸出スマホを利用してい

るアプリ船」数である。 
実証開始した 10 月中旬以降「漁船・遊漁船」「貸出スマホ」の利用者数が増えていることが

わかる。実証開始した 10 月以降、貸出スマホ以外の漁船・遊漁船の利用者数はなかなか増えて
いないこともグラフからわかる。 
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図. 15 利用者数（日毎）推移 
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4.2.4 アプリ利用者月別集計結果 
アプリ利用者数の 10 月～2 月の月別利用者集計結果について報告する。 
各月の総計は、その月のアプリ利用ユーザアカウント数である。（日毎の延べ人数ではない） 
瀬戸内海で使用されている各月のアカウント数が「利用者数総計数」である。 
例えば、10 月は全船種で 362 ユーザ利用しており、そのうち船種を「漁船・遊漁船」と設定

しているユーザが 66 ユーザであり、残りは漁船以外のヨットやプレジャーボート等である。 
また、そのうち貸出機使用ユーザは、25 ユーザであることがわかる。 
瀬戸内海で航行している全アプリ船は、10 月～11 月に利用者が多く、12 月～翌年 2 月まで

はかなり減少しているが、漁船ユーザはそれほど変化がないことから、冬寒い時期にプレジャ
ーボートやヨットなどの小型プレジャー船の利用が少なくなっていることがわかる。 

 
 

 
図. 16 利用者数（月毎） 

 
 

4.2.5 アプリ利用者船種毎内訳 
瀬戸内海のアプリ利用者数の船種の内訳であり 10 月から 2 月の月毎の集計結果である。 
考察としては、漁船以外では、主に黄色のヨット、灰色のプレジャーボートで使用されてい

ることがわかる。また、青色は設定なしとなるが半数以上のユーザが必須ではない船種設定を
行い、アプリを使用していることがわかる。 
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図. 17 瀬戸内海アプリ船 船種毎内訳（月毎） 
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4.3 ヒアリング結果解析（重点地区） 

4.3.1 実証対象船の船舶情報 
新型コロナウイルスの影響のため、1 月末～２月末まで、電話・メール・FAX でのアンケー

トを実施、また３月に重点地区に訪問しヒアリングを行った。実証事業対象者全員からの回答
は得られなかったが、漁業者 24 名分の有効回答結果が得られたので以下に報告する。 

 
表. 5 実証対象船の情報 

                          ※有効回答数：24 

  

 
図. 18 実証対象船船舶情報 
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底曳き網 21 5t 未満／15m 1～2 5 タイ・メイタ・エビ・イカ等 
船曳き網 1 4.9t／13.5m 1 0 タイ 
二艘曳き網 2 9.0t／20m 

9.7t／14.9m 
1 
2 

0 シラス 
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4.3.2 自船位置公開結果 
「自船の位置情報を操業中及び航行中に、自船周辺にいるアプリに公開しても良いですか？

また、船名を自船周辺にいるアプリに公開しても良いですか？」 

 

図. 19 自船情報公開結果 
 
 
自船位置公開 公開が可能な漁業者 操業中 75%、航行中 83%、船名 58% 
• 昨年の結果 72%に比べ地域が変わってもほぼ同様の割合 
• 公開可能回答者意見 
－船名含めて事故防止安全対策に寄与するのであれば動静公開には抵抗がない。 
－AIS と機能が同様であるため。 

• 公開不可能回答者意見 
 －操業場所を知られたくない。 
 －船名から他船に漁法を解析されそう。 
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4.3.3 操業中の輻湊地域接近経験 
実証期間中に船舶に接近されたことはありましたか？ 
 

 

図. 20 輻湊地域接近経験 
 
■ 船舶接近経験 74%  
・ 商船との接近が多い輻湊地域であること 
・ 実証漁船が商船の航路周辺を航行及び操業する。 
 
 

4.3.4 小型船情報表示要望 
プレジャーボートやカヤックなどの小さい船の位置がアプリで表示されると良いですか？ 
 

 
図. 21 小型船情報表示要望 

 
■ 小型船表示 81% 
・ 小型船と接近経験が少ない地域であるが表示してほしい。 
・ 小型船は、意識していないため、表示は不要である。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ
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4.3.5 接近警報の安心感・アプリの貢献度 
アプリが発呼する接近警報による安心感は得られましたか？ 
 

 
図. 22 接近警報による安心感 

 
安全安心に寄与するアプリと思いますか？ 

 
図. 23 安全安心の貢献度 

 
■ 接近警報による安心感 52% 
・ AIS 搭載船は、アプリに表示され安心感あり。 
・ アプリを搭載していない船舶は表示されないため、やはり見張りは必要である。 
・ 小型船舶含め全ての船舶に搭載することで更なる安全安心が確保できる。 
・ 夜間操業時に、他船接近に気づきになった。 
・ 他船シンボルにベクトル線が表示され、進行方向・船速が参考になり安心感が得られた。 
 
■ 安全安心寄与 77%  
・ 操業中に網作業や魚の選別時の他船の接近通知は良い。 
・ レーダ未搭載漁船には、安全対策に寄与する。 
・ 霧が発生することは少ないが、見通しが悪い時・悪天候時に安全安心に寄与する。 
・ 習慣としてレーダで他船を確認しているため、スマホの方はあまり見なかった。 
 

  

52% 43% 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ わからない

77% 18% 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ わからない
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4.3.6 接近警報支援機材 
接近警報を支援する機材として、外付けスピーカ、首掛け型スピーカ、スマートウォッチの

中で、最も使用した機材はどれでしょうか？ 
 

 
図. 24 接近警報支援機材 

 
 
■ 外付けスピーカ利用率 50% 
・ ブリッジの中に外付けスピーカを置き、航走している場合は充分聞こえる。ただし、ブ

リッジの外で網作業をしているときは聞こえない。 
・ 首掛け型スピーカ及びスマートウォッチは、身につける必要があり操業の邪魔になる。 
・ 愛媛県漁協壬生川支所の漁船は、アンプを接続したスピーカを船外に装備し操業中に携

帯電話の着信等を確認しているとの報告があり、アプリ警報音を船外スピーカから鳴ら
すことで、確実な伝達が可能ではないかという意見があった。 

 
 
 

  

50% 21% 8% 21%
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スピーカー スマートウォッチ ネックスピーカー 未使用
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4.3.7 危険ゾーン表示、海図の利用 
定置網やのり網などの情報表示や網に接近した際のアラーム機能は要望されますか？ 
 

 
図. 25 危険ゾーンの表示要望 

 
本アプリで海図を利用したいですか？ 

 
図. 26 海図の利用要望 

 
■ 定置・のり網警報機能要望 77%      
・ のり網等の養殖施設周辺を航行する漁船は、危険ゾーンの表示要望があった。 
・ プロッタに定置・のり網の位置を登録しているので、特に必要ない。 
 
■ 海図要望 62% 
・ スマホでは見にくい。 
・ プロッタで確認している。 
・ 陸上で海図を確認できたら情報共有できる。 
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62% 38%
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4.3.8 アプリの存在 
本事業の前に、このアプリの存在は知っていましたか？ 
 

 
図. 27 アプリの知名度 

 
■ 事業前アプリ存在 4% 
・ 残念ながらほとんど知られていない。 
 
 

4.3.9 個人所有のスマートフォンについて 
・スマートフォンはお持ちですか？ 
 

 
図. 28 スマートフォンの所有率 

 
・スマートフォンの OS は、Android ですか？iOS（iPhone）ですか？ 
 

 
図. 29 スマートフォンの OS 
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・スマートフォンは、操業中に身につけていますか？ 

 
図. 30 スマートフォンの置き場所 

 
・個人のスマホにアプリを入れて使用することに問題はないですか？ 

 

図. 31 個人所有のスマホにインストール可否 
 
 
■ 操業中のスマホ身に着け 32% 
・ 操業中は、主にブリッジ内において操業している場合が多い。 
 
■ 個人スマホにアプリ利用 76.2% 
・ アプリのデータ量が１か月で１GB 以下であるため問題ない。 
・ 電池の減りが気になる。 
  
 

  

32% 68%
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はい いいえ

76.2% 19.0% 19.0%
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はい いいえ わからない
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4.3.10 その他のご意見 
■機能に関する意見 

• 機能は、安全安心に特化してシンプルにしてほしい。 
• 仲間船内で警報が発生するため、グループ機能がほしい。 
• 警報音の設定（種類・長さ・途中断）がほしい。 
• 大型船に流し網が切られる事故が多発している。 
• 漁船の位置あるいは網の位置を大型船に知らせ、漁具を守るシステムを検討してほし

い。 
• 接近警報設定については、ほとんど変更していない。（初期設定:ガードゾーン） 

  
■アプリ普及に関する意見 

• 搭載が義務化される、漁協が補助支援する、導入すると保険料が安くなるなどの対応が
必要である。 

• 漁業者の情報源は口コミが多いため、関連業者などに宣伝してもらったり、ポスターを
置かせてもらったりすればよいと思う。 

• 講習会等の導入促進の説明会等の開催の要望もあり。 
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